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﹇
研
究
座
談
会

聞
き
書
き
概
要
﹈

祖
父
・
忍
頂
寺
務
と
忍
頂
寺
家
資
料

忍
頂
寺
晃
嗣

（
尾
崎
千
佳
筆
記
）

日

時

平
成
二
十
一
年
九
月
六
日
（
日
）

十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

場

所

国
文
学
研
究
資
料
館
二
階

第
二
会
議
室
（
Ａ
二
一
〇
）

参
加
者

飯
倉
洋
一
・
福
田
安
典
・
近
衞
典
子
・
青
田
寿
美
・
鷲
原
知
良

川
端
咲
子
・
内
田
宗
一
・
尾
崎
千
佳

■
祖
父
忍
頂
寺
務
氏
の
思
い
出

晃
嗣
（
あ
き
つ
ぐ
）
氏
よ
り
二
歳
年
長
の
兄
・
惠
嗣
（
よ
し
つ
ぐ
）
氏
、
一
歳
年
下

の
弟
・
介
嗣
（
ゆ
き
つ
ぐ
）
氏
と
い
っ
し
ょ
に
、
務
氏
に
連
れ
ら
れ
て
散
歩
に
出
か
け

た
思
い
出
が
あ
る
。
散
歩
の
途
中
で
広
場
に
行
き
会
い
、
務
氏
が
行
司
役
を
つ
と
め
る

恰
好
で
、
兄
弟
相
撲
に
興
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
惠
嗣
氏
は
昭
和
十
五
年
十
二
月
生
、

晃
嗣
氏
は
昭
和
十
七
年
四
月
生
、
介
嗣
氏
は
昭
和
十
八
年
十
二
月
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

そ
の
後
、
晃
嗣
氏
ら
の
ご
父
君
（
小
野
弘
氏
）
が
ジ
ャ
ワ
の
戦
役
か
ら
帰
還
さ
れ
た
あ

と
、
昭
和
二
十
二
年
と
二
十
四
年
に
一
人
ず
つ
妹
が
生
ま
れ
た
が
、
務
氏
は
五
人
目
の

孫
が
生
ま
れ
て
一
年
あ
ま
り
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
務
氏
の
五
人
の
孫
は
、
平
成
二
十

一
年
九
月
現
在
、
全
員
健
在
で
あ
る
。

■
母
小
野
麗
子
氏
の
思
い
出

晃
嗣
氏
の
ご
母
堂
・
小
野
麗
子
氏
は
、
薬
剤
師
で
あ
り
、
と
き
に
家
計
を
支
え
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
務
氏
に
対
し
て
深
い
敬
慕
の
情
を
持
っ
て
い
た
。
務
氏
が
亡
く
な
ら
れ

た
あ
と
、
麗
子
氏
は
、
務
氏
の
親
友
で
神
戸
在
住
の
浜
家
（
は
ま
や
）
熊
雄
氏
に
、
何

か
と
相
談
に
乗
っ
て
戴
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
浜
家
氏
は
、
麗
子
氏
が
小
野
家
に
嫁

ぐ
に
際
し
て
媒
酌
人
を
つ
と
め
て
も
お
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
親
し
く
し
て
い
た
方
で
あ

っ
た
。
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
二
日
、
東
京
で
行
わ
れ
た
小
野
麗
子
氏
結
婚
式
の
写
真

に
も
写
っ
て
い
る
。

務
氏
の
旧
蔵
書
の
大
半
は
、
務
氏
の
没
後
、
神
戸
大
学
の
島
田
勇
雄
先
生
の
お
宅
に

預
か
っ
て
戴
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
忍
頂
寺
文
庫
も
し
く
は
忍
頂
寺
務
旧
蔵
書
と
し
て

大
阪
大
学
や
天
理
大
学
に
収
蔵
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
両
大
学
に
収
蔵
さ
れ
な

か
っ
た
一
部
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
島
田
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
あ
と
、
小
野
麗
子
氏

が
引
き
取
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
現
在
の
小
野
文
庫
が
こ
れ
で
あ
る
）。

■
忍
頂
寺
家
の
一
族
と
人
々

明
治
の
始
め
頃
、
忍
頂
寺
雅
楽
郎
（
う
た
ろ
う
）
氏
の
妹
で
あ
る
マ
ス
氏
は
、
本
家

十
代
の
仁
三
郎
廣
知
の
次
男
駒
次
郎
氏
（
分
家
常
磐
家
六
代
を
再
興
）
の
養
子
と
な
り
、
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婿
・
國
郎
氏
を
迎
え
て
忍
頂
寺
姓
を
継
ぎ
、
務
氏
・
晃
嗣
氏
に
繋
が
る
分
家
筋
が
成
立

し
た
。
國
郎
氏
が
分
家
筋
の
常
磐
家
七
代
に
な
り
、
務
氏
が
八
代
と
な
る
。
忍
頂
寺
本

家
は
現
在
、
東
京
の
大
田
区
田
園
調
布
に
お
住
ま
い
の
よ
う
で
あ
る
。
國
郎
氏
と
マ
ス

氏
の
間
に
は
、
務
氏
と
そ
の
妹
・
き
く
ゑ
氏
が
生
ま
れ
た
が
、
國
郎
氏
没
後
、
マ
ス
氏

は
達
吉
（
た
つ
き
ち
）
氏
と
再
婚
し
て
誠
一
氏
が
生
ま
れ
た
。
つ
ま
り
、
忍
頂
寺
誠
一

（
せ
い
い
ち
）
氏
は
、
務
氏
の
異
父
弟
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
務
氏
の
妹
・
き

く
ゑ
氏
は
、
そ
の
後
畠
田
理
三
郎
（
は
た
け
だ
り
ざ
ぶ
ろ
う
）
氏
に
嫁
い
だ
。
務
氏
は
、

戦
後
ま
も
な
く
の
こ
ろ
、
畠
田
家
に
疎
開
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

務
氏
の
妻
・
琴
代
（
こ
と
よ
）
氏
は
、
滋
賀
の
多
田
（
た
だ
）
家
の
出
で
、
二
人
の

間
に
生
ま
れ
た
の
は
麗
子
氏
ひ
と
り
だ
け
で
あ
っ
た
。
麗
子
氏
は
長
じ
て
小
野
弘
（
お

の
ひ
ろ
し
）
氏
と
結
婚
す
る
。
弘
氏
は
、
も
と
阿
部
家
に
生
ま
れ
た
が
、
小
野
家
に
養

子
に
入
っ
た
人
で
あ
り
、
い
っ
ぽ
う
、
麗
子
氏
も
忍
頂
寺
分
家
の
ひ
と
り
娘
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
二
人
の
長
男
で
あ
る
惠
嗣
氏
が
小
野
家
を
継
ぎ
、
次
男
で
あ
る
晃
嗣
氏
は
、

二
歳
の
と
き
、
戸
籍
上
、
務
氏
の
養
子
に
入
っ
て
忍
頂
寺
姓
を
継
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

誠
一
氏
の
一
家
は
現
在
横
浜
に
あ
る
。
晃
嗣
氏
が
「
に
ん
じ
ょ
う
じ
」
を
称
し
て
い

る
の
に
対
し
、
誠
一
氏
の
方
は
「
に
ん
ち
ょ
う
じ
」
を
称
し
て
い
る
。

■
資
料
の
所
在
と
管
理

淡
路
の
引
摂
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
た
忍
頂
寺
家
本
家
の
系
図
は
、
現
在
は
本
家
の
も

と
に
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。
晃
嗣
氏
の
も
と
に
も
、
分
家
分
の
系
図
一
部
が
あ
る
。
ま

た
、
晃
嗣
氏
宅
に
は
、「
静
村
文
庫
」
等
の
務
氏
蔵
書
印
四
顆
〜
五
顆
ほ
ど
保
管
さ
れ

て
い
る
模
様
で
あ
る
。
忍
頂
寺
梅
谷
の
書
画
も
、
あ
る
い
は
一
点
く
ら
い
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。
梅
谷
資
料
は
お
そ
ら
く
は
本
家
の
方
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

小
野
麗
子
氏
ご
存
命
中
に
い
っ
た
ん
お
返
し
し
た
書
簡
類
は
、
現
在
、
晃
嗣
氏
が
保

管
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
阪
大
学
の
所
蔵
に
帰
し
た
小
野
文
庫
の
な
か
で
、
個
人
情
報

に
か
か
わ
る
資
料
も
一
部
に
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
冊
子
等
一
般
資
料

と
は
別
置
の
う
え
、
閲
覧
禁
止
の
か
た
ち
で
、
大
阪
大
学
に
お
い
て
厳
正
に
保
管
す
る

こ
と
と
し
た
。

■
自
筆
雑
記
帳
な
ど

晃
嗣
氏
の
も
と
に
は
、
務
氏
の
自
筆
に
か
か
る
雑
記
帳
が
四
冊
あ
る
。
う
ち
一
冊
に

は
自
選
年
譜
や
蔵
書
目
録
等
を
含
み
、
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
に
と
っ
て
き

わ
め
て
貴
重
で
あ
る
た
め
、
当
日
ご
持
参
戴
い
た
写
真
や
一
枚
刷
な
ど
の
資
料
と
あ
わ

せ
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
で
い
っ
た
ん
お
預
か
り
し
、
撮
影
・
薫
蒸
の
う
え
お
返
し

す
る
こ
と
と
し
た
。



241

【
忍
頂
寺
家
系
図
】

須
磨
子

廣
行
（
横
浜
市
在
住
）

紀
彰
（
静
岡
県
在
住
・
医
者
）

達
吉

﹇
畠
田
家
﹈
畠
田
理
三
郎

忍
頂
寺
誠
一

ニ
ン
チ
ヨ
ウ
ジ

（
再
婚
）

﹇
本
家
﹈

忍
頂
寺
マ
ス

き
く
ゑ

ニ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

忍
頂
寺
雅
楽
郎

﹇
小
野
家
﹈
小
野
弘
（
阿
部
家
四
男
、
小
野
家
の
養
子
に
入
る
）

惠
嗣
（
小
野
家
を
嗣
ぐ
）

ニ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

（
本
家
筋
の
子
孫
は
現
在
東
京
都
在
住
）

務

晃
嗣
（
務
養
子
と
し
て
忍
頂
寺
家
を
嗣
ぐ

ニ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

仙
台
市
在
住
・
元
酒
造
技
術
者
）

﹇
分
家
﹈
國
郎

麗
子

介
嗣

（
養
子
）

晃
嗣

暢
子

多
田
琴
代

方
子
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